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目激石r坊ちゃん』における

哲学的背景

木正

小論は，裏目激石の評論 f文芸の哲学的基礎j(1907) 

小説『坊ちゃんj(1鈎訟を読み解く る。特じ

る。

りにして，

ゃんjの戦い

の意味を解読することを軸に

序．

f坊ちゃんj（明治三九年）は，存外難解な作品であるG

f撤石の文学.］ （社会思想、社現代教養文庫， 1954/19部〉では， f解り易いから

万人向きJer歎石の文学j31貰）とされ，その理由を f燕揺で単純な性格j

｛『歌右の文学j33貰）という坊ちゃんの型通りの’註慈と， f単純で生一本な坊

ちゃんの性格じ複雑で持って廼ったゃにっこい世間の常識とを対照Ju激

石の文学.］ 33貰）している作意にあるとしているが，筆者にとってひとつの

謎が残る。それは，一晃痛快なユーモア小説の様子を見せながら，後述する

ように，そのエピローグが妙に沈む内容だという点にるる。平間敏夫ff坊ち

ゃんjの世界.］ （塙新書， 1992）でも，その冒頭から f神経質な激石J

と生徒とお断絶j「戦傑すべき何ものかjつまり「暇々たる鬼突」と， f明る

いユーモアJとが共存していると述べられている（13-14買）。そして，

泰正『夏目激お論j（筑摩書房，昭和六一年／昭和六二年）では， f坊ちゃんj

に触れた章の関頭から汀坊ちゃんjは，なかなか位震づけの社っかしい作品
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である。J江夏詰激石論J と記されている。この箇所の意味は，

去をの創作歴におけ を述べたものではあるが，同曹を貫く

れ，並置づけの関難さの一端は，歌五と卓

の，亡き していると

れているぜ夏自殺石論j70頁〉。その考察の過謹~z:, r坊ちゃんj

体の明るさとエピローグの印象との措離について考察されているのはいうま

でもない。

このような，先立つ語研究に対して，

識して，薪た広考察を試みる。

るよう

まず，物語としてお特徴は，戦いがその表面的なテーマになっているとい

うことである。小論では，この，坊ちゃんの戦いの意味の一端を探ることで，

難解な f坊ちゃんjのー側面を明らかにするものである。

ところでさらに小論では，次のような特殊な方法を患いる。すなわち，小

手とつの比較論的試みとして，菱自歎石が『坊ちゃんiを発表した

明治四十年四月に東京美錆学校で講演し，のちその五月に東京朝日新

された との比較検討を行いつつ， f坊ちゃんi

における戦いの意味を読み解くことはする。この間作品は時期が接近してい

ることでもあり，おそらくは激石の深層において梧互に反映し合ったことが

れる。一方は，哲学的思考をともとにした文学的創造や思想的立場ζ関

する方法論であり，他方は，異体的に表現された小説？あるから，それらは

相互に激石の一鎚揺を立体的に描き出すはずである。

ゃんJという物語ζ対する分析の方法は，まずはこのテキスト

広読み解くことを軸とするが，特弘主語に対して筆者が勝手に思い巡らせ

るので誌なく，主語を形容し修飾する語や述語を重視し，それらによって作

どのような性格を与えようとしたのかを探究する。

さらに，小論は比較論の試みとして，文学的本鷺を守りつつ，

の成果を利用し，その都農，諸学に言及するが，あくまで，文学作品として

の『坊ちゃんJ しなければならない。
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夏目激若 f坊ちゃんiιおけ

テキストは， f坊ちゃんjについては， f激石全集第二巻封者波書出， 1994,

P.247-P.総合〉を， f文芸の哲学的暴礎』については， f激石全集第十六巻i

1995, P.64-P.137）を龍用するが， IBかな，！日漢字は現代のもの

に改めた。なお，陪書からの引用は f全集第O巻iと

また号外国語文献の引用は拙訳であるが引用買は原著のものを記したり

一．「小供の碍から損ばかりしているjと「意識の連続強j

プロローグにおける審き出しの一行，「親譲りの無鉄抱で小｛共の時から

かりして毘るJu全集第二巻j249頁〉は，レトリックとして考えれば，

と記されるが，小論では「第O章jと記す。）

全体がそうであるように，すでにそチーアでるる。従って，例えば岩波文庫

販の解説（平間敏夫〉にこの一行が「主人去の性格と子供時代をよくあらわ

している。J（菱自激石 f語ちゃんj岩波文庫， 1929/1993,162頁〉と滞べら

れること泣勿論だが，さらに，この小説のテーマを暗示しているといってよ

し：：.0

いま，この小説のエピローグを確認すれば，

を辞して帰京した坊ちゃんは， なっているQ

まれなくてももっと幸せになっていればまだしも，坊ちや

という結末なのである。

要するにこの物語は大梓をだけ雷えば，子供の墳から無鉄砲で損ばかりし

ている坊ちゃんが，地方のエリートともいうべき教師になったにも関わら

無鉄抱な戦いをして，損な境遇になってしまったという，単純なものであるO

しかし，この最初と最後の状況には，すで仏

れるいくつかの重要な概念が反映しているので，まず，その諸概念を確認す

る。

f文芸の哲学的基礎iにおいて，辻じめ

る。「只（ただ）明かに存在して活るの りま そうし
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連続を森して俗に命（いのち〉というのでありますoJU全集第十六巻Hl頁）

や fとに角意識がある。物もない，我もないかもしれないが意識丈（だけ〉

は’随（たしか）にある。そうして此意識が連続する。Jer全集第十六巻H2頁）

と述べられるように，数石は，デカノレトのコギトに類すべき，意識を実在の

根臆に謡え，その意識が連続しているとする。しかもこの意識の連続を生命

だとする 9

そこから文学表現の方法へと展開するが，その問題はまず、はおおまかにf如

何なる内容の意識を如何なる顕序に連続させるかの問鰭Ja全集第十六巻j

76頁）と述べられることになる。

ここから， f坊ちゃんjのプロ口一グとエピローグとを考えれば，いくつか

の要点が指揺できる。

まずは創咋において常識的なプ口ローグのモチーフと，エピ口ー

との連続性が，『坊ちゃんjの場合はさらに強く「意識の連続性Jとして

れているので誌ないかということである。すなわち，内容において

譲りの無鉄砲でふ供の時から損ばかりjしていることが，創作者の意識にず

っと連続して，最後の寂饗感に韮ったと解することができる。

次に，この存品が却される架空の時点の問題であるo この作品は，いわば

田顧談である。すなわち，この小説における現荘は， fだから講の慕は小日舟

の養源守にある。Ju全集第二巻j400真）という最後にある。そのことは，

この清の死がすでに皆頭の一節に繕示されていることからも明らかであるo

I i比三円試何に使ったか忘れて仕舞しまった。今に返すよと去ったぎり，婦さ

ない。今となっては十信にして帰してやりたくても帰せない。j

254頁）がその箇所である。現在に過去が重層的に集約するこの手法は，「意

識の連続性Jを諦提にしなければ成立しない。

このことをもう少し正確に説明するために，「時間の連続生jについて護認

する。

ねばなら
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夏目激石 f坊ちゃんjにおける哲学的背景（荒木）

す。Jcw全集第十六巻j77貰）と述べられ，続いて，「時間と去うものは内容

のるる意識の連続を待って始めて云うべき事Jc r全集第十六議j77頁）と

べられるように，菱自激石は時間をカイロスすなわち質的時間，もしくは内

的時間と捉える立場に立つが，それゆえに，

で，瞬間的に過ぎ去っていくクロノスすなわち盤的時間ではなく，質的な時

間のふくらみの中に物語を集約するのである。

るように， f意識の連続空jは，刻々と，時計のように過ぎていく時間ごとに

と忘却していては成り立たない。それは，あくまで，刻々と過

ぎようとする事柄をある時間の轄の中での記曹、にとどめて初めて或立する概

念なのである。

この点から考えれば，『坊ちゃんj辻時間を質的に捉え，そこに作者なりの

をこめていると

入る， f四国辺のある

れる。すなわち，プ口ローグとコこどローグの間に

258頁）での静験談の館所が，

実際には短期間であったにも関わら この物語の中で最も麓要で面白く

も圧倒的に多いことが，この時間の質的把揖すなわちカイロスか

関の連続性Jによることだと理解さFれる。

このように f意識の連続性jはすでに， f坊ちゃんj

りを提供するが，それは単に， f時間の連続性jへと るのみで

ほない。 f文芸の哲学的基礎』では次のように展開し纏められているG

まず， H…）（中略）意識には連続的傾向があるJc r全集第十六潜j81頁）

じ原則が述べられる。すなわち， ように瞬間瞬間の現在を遇

ぎていくのではなし幾分かの連続的な帽をもって過ぎていくものだという

のであるむ

次に， ICニ）此傾向が選択を生じるJer全集第十六巻j81頁）とされるが，

これは，「知情なる内容の意識を如荷なる！｜買序に連続させるかJ

巻j76頁〉という選択を意味する。すなわち，意識が幾分かの連続的な蝦を

持つというのは，意識に現れる事柄が連続的な同一性を有することを意味す

る。何をもって連続的な同一性と見なすかは，自覚するかしないか詰別にし
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ても，意識が選択することであ9，これを小論では「意識の選択性Jと呼ぶ。

次に，「 を苧むj 81頁〉とされる。これ

は，意識の選択の背後に比意識自身の理想、を前提としている，ということ

を意味している。

次に， f（由〉（中略）此理想、 して意識が特珠なる連続的方向を取るJ

81頁）とされるが，これは， によっ

じることを意味するむ意識が連続しているかちこそ，

おいてその同一性を探ち得るのである。

次に， f（五）其結果として意識が分化する，明瞭になる，統一せられるj

d全集第十六巻j81斑）とされる。これは，意識における事柄の成立を意識

の側から述べているといえる。すなわち，意識上に事柄が成立するというこ

とは，それまで綬昧であったひとつの意識が具体的な姿へと誌別され，はっ

きりした裂をとり，統一的な姿を訳すことになるのである。

次に， f（六）一定の関係を統一して時間に客観的布在を与えるJ

81頁）とされる口ここでは，先に現れてきた事柄をもう一度反省し

それちの事柄を関係づけ，その関係づける概念りひとつとして，時間と

いう事柄を成立させ，それに客観的性格を与えるのであるc

次に，「（七）一定の関孫を統ーして空間に客観的存在を与えるJu全集第

十六巻j81頁）というのも，時間の場合と同様である。この時間と空間の概

念がどのように噂かれたのか，という器開も生じるが，ぞれはあくまで，例

えばカントのカテゴリーにおいて，我々の告常的な認識における最も根本的

な概念とされるように，我々が経験的に持っている根本的な概念だというし

かない。もちろんこれ詰，

く意識してい

次ι，f（八）時間，

るよう tこ，

もあるc

を有意義ならしなる して之

を梗思するJ(r全集第十六巻j81頁）とされるのは，時間と空間によって織

り成される世界においては，数量化によってその状態を穫認することを意味

している。

も
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夏目激石 f坊ちゃんj~こおけ

最後に，「（九〉時間内に起る一定の連続を統ーして因果の名を附して，

果の法則を捨象するJer全集第十六巻j81頁）とされる。これは，事柄相互

が連続的統ーとして捉えられる場合には，因果関係があるとすること

している。この因果関孫の成立と，それを成立させたい理想、とが密接な関係

を持つことはいうまでもない。

かくして，裏目激芯は，事柄一般や時間，空間の成立，そして，

関謀の成立までも，意識の連続性や意識の選択性を軸として，展開する。そ

れが，創作の方法と繋がっているとと泣いうまでもない。そして，創作の方

法を考えるというのであれば，先に列記した中では，｛四）

つ。すなわち，創f乍者が前提とする理想によって，事柄も，イ乍品も独特の姿

を持つことになる。その理想は，

つだとされる Q

ま のものに対する僧籍（其代表は美的理想、）J

と「こが感覚物を通じて知，情，意のと作用が働く

次の間

81真）とのこつに分けられる。そして後者は「（い）知の鶴く場

〈代表は真に対する理想）（ろ）慣の働く場合（代表は愛に対する理想及び

る理想〉（は）意志の｛動く場合（代表は荘厳に対する理想、）J （『全

集第十六巻j81頁）だとされるのであるc

さらに，夏自激石は［これら四種の理想、は，互に平等な議利を有して，相

冒すべからざる標準J（『全集第十六巻jlOl頁）と，相互の調和を重視するの

である。

では，このような菱自激石の文学的方法論は， f坊ちゃんJにどのよう

れているのかむ f坊ちゃんjtこ沿って，それを明ちかにする。なお，

のよ記の諸概念については捷時普及することになるが，

その場合，（一〉～（九入（い）～（註）の記号を利用する。
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ニ．坊ちゃんの戦い

小説 f坊ちゃんJは，坊ちゃんの戦いをテ…マにしていることはいうま？

もない。幾分未熟で一本気な敷髄心が，査るところに向けられているのが，

ユーモア小説たる所以でもある。ここでは考察の軸として，その敵機心の向

けられる梧手と，その敷撫心の内容について，テキストに沿って確認しつつ，

先の諸概念の具体的実現について考察する。

坊ちゃんが問題辺（へん〉のある中学校に赴任したことが飽き

れるG

まず， J人を馬鹿にしていらあ，こんな所に我穫が出来るものかJ

261頁）と，田舎広対する敵気心を発揮する。船頭の様子も，町人も，

学校もどこか聞が抜けていて，坊ちゃんには合わない。

次に，街の態度に対してf失敬な奴だ。嘘をつきあがった。」（？全集第ニ巻j

262頁）と，金儲けのみを基準とするその小賢ざと小ずるさと詣の待遇記援を

立てる。

学校では，校長（狸〉をはじめとす る，形式主義に抵抗

する。教員に対しては，教頭（赤シャツ）の，鍵農を理出とする蒜シャツに

晋洋かぶれ記対するような反感を抱き，英語の古賀〈うらなり〉の不健康な

じを嫌がり，数学の堀田｛山嵐）の荒々しさに反発し，きざな画学の教師

を馬践にするG しかし， f愛敬の為る御爺さんJ（『全集第二巻j267真）であ

る漢学の教師には，晃下しながらも少しは好感も持ち，下宿を世話してくれ

る出巌に対しても見直すのである。

すなわち，ここで訪ちゃんが敷慌心を幾やすのは，（a）田舎という場所に

対して，（b）形式主義に対して，（c）自立った行為や状態に対して，（d)

自先の金儲け主義や小ずるさに対して，などであるむ

（叫については，（七〉に述べられるように，空間に客観的存在を与え，
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夏目激石 f訪ちゃんjにおザ

それに，この小説特有の意味づけをしようとする試みである。もちろんそこ

には，（三）（四）｛五｝に述べられるように，意識の連続性のなかで選択され，

分化し統一撃を与えられ，独特広範念化される田舎があるし，混在ι 理想化

される東京がある。そこ誌は当然，文化的な差が意識されている。それは，

間抜けな惑じという，未発遣さを示すのではあるが，他方では，

(d）の金鰭げ主義という，むしろ都会から伝染してきたはずの傾向性も

そして，第一章のそチーフを思い起こし｛八〉で述べられた数の抽象を考患

に入れで考えれば，坊ちゃんの東京での生活は月絵が激減したのであるから，

この金儲け主義ι破れたともいえるのである。そこかち考えれば，

この土地に足を踏み入れたこの第二輩は，すでtζ，訪ちゃんの戦いの本繋を

示唆しているともいえるが，ぞれについては後述する。

(b）についても，やはり〈三）（四）（五）に述べられるように，

続性むなかで，選択的に分化し統一性を与えられ， 5虫轄に観念化される形式

る。これ記対するのは，そのよう して，自

に，邑分がj思うままにふるまう生き方でるるQ ただし，それが第一章でモチ

ブとされた「無鉄砲jに繋がることは， しておく必要がある。

( c）については，のちに，完全K肯定するわけではないが，やや修正され

る。山嵐については，すぐに貯感を持っし，うらなり託ついては同情もする。

さらに好躍を分類してみると，（a）における文化的対立の考察と類似的に考

えることができる。すなわち， ャツ れる西洋の影響や，東京ぶ

った語学教師に反惑を感じるし，いっそ古くさい漢学の教師拡は，少し見下

しながらも野惑を持つのである。ここで暗示的に述べられているのは，近代

批判でるると予測さFれる。

玖下これらがどのように展開するのかを泊る。

との詩いと，下指の亭主の骨麓攻めに辞易する。いず、れ

も，（a）の田舎という場所に対する歎識心に関イ系する。

生徒の場合， lfi可だか敵地へ乗り込むようj という
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感じは，新任の教師として分からないではないが，坊ちゃんの場合，それは，

や誌り「江戸っ子j対 f田舎者Jという講図である。天棄さ難蕎麦の事件も「冗

も度を過ごせばいたずらだa焼餅の黒焦のようなもので誰も ない。

田舎者は此呼吸が分からないからどこ迄押して行っても構わないと云う

だろう。一時間あるくと見物する町もないような狭い蔀に住んで，外広荷に

も惑がないから，天委主羅事件を日露戦争の議に触れちらかすんだ、ろう。憐れ

な奴らだ。小f共の時から，こんなに教育されるから，いやにひねっこび、た，

植木鉢の楓見たような小人が出来るんだoJ{r全集第ニ巻j277頁）と，（d)

の小ず、るさをも挙げて，もっぱら田舎者でるることをこきおろしている。そ

して［わざわぎ東京から，こんな奴を教えに来たのかと思ったら情けなくな

った。Ju全集第二巻j277頁）と，東京者を引き合いにして嘆くのである。

毘子事件，赤手拭い事件，温泉水泳事件，いずれもが f何でこんな狭苦しい

鼻の先がつかえるような所へ来たのかと思うと情なくなった。J

場j279夏〉と，田舎に来たことを情けなく思うのである。これらすべてが（d)

記関することだということはいうまでもない。

その中ぜ特に溜泉に関しては，（七〉の空間に客観的事在を与える手法を用

いている。すなわち，東京対田舎という図式の中で，坊ちゃん広とって

；ま，敵であり嫌悪すべき場所であち，緊張の抜けない場所であるが，いま，

その田舎町の外に温泉を輩けば，渦泉という審観的意味合いからは緊張を誌

ぐすことのできる場所だという印象を与えるむそうしておいて逆にその温泉

でさえ坊ちゃんにとって気楽な場所ではないのであるむ

にする指の亭主に対しても（d）の小ずるい田舎者とい

つ る。ここにも， という構留が示される。

いさせるのは愚だぜj、2
2

’’
’O
 

J
f
t一

しでも，

272-273貰）と る。

ところで，（c）の た行為に関しては， ことの躍に関しては，

むしろ坊ちゃん自身がその行為をとっていることを記している。列記された

事件は，実はすべて目立つ行為に当たる。そこtこは，紫朴で単純な坊ちゃん
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『坊ちゃんjにおげる哲学的背景（荒木）

の姿もあるが，先の赤シャツ比類した紅色に見える「西洋手拭いjを汽車に

乗って温泉に往復する問中ぶちさげている坊ちゃんの姿じ同時に重ねている

の詰，さざな密洋かぶれであり，やはり近代批判を宗唆しているといえる。

饗観的叙述者蓋回数石は，ここにも坊ちゃんの運命を示唆しているといえる。

このことは改めて後述する。

第四章は， f言直のバッタ事件である。横車にもかかわらず，瀧泉に行き，

裡校長に嫌み安言われる件に関して民（b）の影式主義に対する反発だし，

ッタの群れを放たれて，学生たちと間着を結こす件は，（a）ゃく引

に関して，（七）を考慮しての，田舎という場所に対する反発を増長させる。

赤シャツと野だいこι誘われた釣りの一件である。きぎな赤シ

ャツと太鼓持ちの野だいこι辞易し反発するのはいうまでもないが，それが

というのは，（七）を考慮してのことだといえるo r甚だ愉快だj

と，坊ちゃんは海そのものはは，田舎町と比して好感

それだけに，赤シャツと野だいこ は，ことごとく る。

この対立が坊ちゃんの心聴を浮かび上がらせる。そのまとめとして， i考えて

ると世間の大部分の入試わるくなる事を奨励して語る様に思う。わるくな

らなげれば社会に成功はしないものと信じて麗るらしいc たまに正誌な純粋

な人を見ると，坊ちゃんだのふ稽だのと難癖をつけて軽蔑する。（中略〉単純

や真率が笑われる世の中じゃ仕様がない。Jer全集第ニ巻j303-304頁）と述

べる。これは（ c）の自立った行為に対する批判でるり，（d）にも通じると

りわザ痛烈な近代批判である。（七〉に関して，空間を意識して読めば，緩や

かで素朴に広がる海の上に，その海を接き回したち， f此赤シャツはわるい癖

だ。設を捕まえても片仮名の唐人の名を並べたがるJer全集第二巻j297頁）

という調子で，西洋かぶれの話題を援ちかざす人間が漂っている対比が見え

るむそこιことさらに厳しい近代批判が示される。
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ある中学校から，日向の延関に転勤するのだが，坊ちゃんによると延岡

辻数々にけなされる。 f知ちぬf皇国へ苦労を求めに出るD 夫も花の都の電車が

通ってる所なら，まだしもだが，日 とは何の事だ。おれは，訟っき

のいい此所へ来てさえ，一カ月立たないうちにもう帰りたくなった。廷開と

云えば出の中も出の中も大変な山の中だ。（中路〉名前を聞いてさえ，開けた

所とは思え設い。猿と入とが準々に住んでるような気がする。いかUこ盟人の

うらなり君だって，好んで譲の相手になりたくもないだろうに，向という物

（『全集第二巻.］ 345頁〉と，延岡の人が聞いたら腹を立てること関

と思われるほどのけなしようでるるc ここでは，延岡が四国辺のこ

の土地よちはもっと（a）の田舎性を有するので誌ないかと強調し，東京一

四国辺一延間と結ぶ空間対比を明確にすることで，うらなりの吉賀の不遇さ

が強調される る。

うらなりの送別会であるむこの小説のクライマックスでもある

との大立ち回りの前宣言戦として，山嵐との和解，

シャツに対する嫌み，野だいこをぽかりとやる件などが列記される。

ところでここにも｛七）に発する空間的対比が示されるc まずは，坊ちゃ

んの出身の東京，すなわち江戸と，山嵐の余津である。

梧互に「江戸っ子か，道理で会ザ欝みが強いと思ったJ

や「会津っぽか，強情な訳だJer全集第ニ巻.］ 355頁）と応酬するが，実はこ

こではそのことで桔互に親近感を抱く場面である。これが「東京っ子と

っすJなどではなく「江戸っ子と会津っぽjだというのがこの箇所での

け惜しみj「強南jとの影容にふさわしい。そして，狙校長，赤シャツ，

いことの対決という構閣に独特の意味を添えるのである。すなわち，江戸と

明治の新政府からすれば， i日勢力である。幕府の江戸

戊辰戦争で最期まで戦った会津もi日勢力の典型と見なされている。明治維新

を遂行した勢力が，文明開化と称して着々と西欧文明を取り入れようとして

いる時代背景の中で，考え方としては間活去りにされようとしている「江戸J
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『坊ちゃんjはおけ （荒木）

と「会禅Jが意気投合したのがこの留所なのである。

もうひとつの空間対比は，この土地と，古賀が赴任する延関である。延岡

については，先の記述ではさんざんげなしたようにみえたが，ここではやや

風向きが変わる。そして，以下の，山嵐が古賀に手向ける挨拶は，訪ちゃん

の戦いにおいて守りたいものが示唆されている。

f疑問は鱗速の地で，当地に比べたら物質上の不便はあるだろう。が，関く

によれば風部の頗る淳朴な所で，職員生徒悉く上代撲直の気風を帯びている

そうである。心にもない鰐世辞を撮り蒔いたり，英しい擦をして君子を陥れ

たりするハイカラ野揺は一人もないと倍ずるからして，君の知き温良篤阜の

土は必ずその地方一般の歓迎を受けられるに椙違ない。J(f全集第二巻j360 

-361貰）

すなわち，ここで排せちれるのは， fハイカラ野郎Jである。「心にもない

締世辞を譲り蒔いたち，美しい顔をして君子を陥れたりするjのは必ずしも

「ハイカラ野良むとは限ちないのだが，ここで持義に結がつけられているとこ

ろに，作者の文明批判の意臨が見える。そして，守られるのは， rt:享朴Jであ

りf上代撲重の気風jであり「議長篤摩jである。作者としては， f物質上の

不使Jはあっても，これらを守りたいのであるむこの思考が（b）〔c）を意

してのことだというのはいうまでもない。

このような，思想とも震うべき作者の意図弘特定の空間の統一的意味に

与えている。これは空間一般の持続性から選択的に生じた特定の空間の統一

的意味という特定の持続性に黍ねる る。

第十議は，日露戦争祝勝会と，山嵐との捧シャツ退治の相談と，師範学校

生との大立ち回りの一件である。

祝勝会の儀式に関しても，（ b）の形式主義批判とも して，数々は批判

している。

また，この章で山嵐とともに戦った相手は師範学校全であり， f資格からい

うと欝範学校の方が上だそうだJ(f全集第ニ巻j371頁）とされるように土地
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のエリートである。しかも，この戦いに山嵐と持ちゃんを扇動したのは掠シ

ャツの弟であり，次章で明かになるように，これは出患を追放するための赤

シャツの謀略であった。従って，この戦いは坊ちゃんとこの土地全体との戦

いを象徴している告すなわち，中学の生徒一師範学校生－狸校長や赤シャツ

というこの土地の特援を担ったものの系列が想定され，第ちゃんはこの系列

の下から醸記戦いをしていることなる。そして，この系列のパラメ…ター，

すなわち統一的意識のひとつが，〈七）に発する，この土地そのもの，土地柄

である。土地柄に対する反発についてはこれまでも散々述べら礼てきたが，

この躍でもそれは次のように撤産的に述べられる。

f蕗人が頭許〈ばかり〉窓げて，狭い事をやめないのと一般で生徒も謝罪丈

はするが，いたずらは決してやめるものでない。よく考えて見ると世の中は

みんな此生徒の様なものから成立して居るかもしれない。人があやまったり

詫びたりするのを，真面目に受けて動弁するのは正薩過ぎる馬鹿と云うんだ

ろう。（中略〉もし本当にあやまらせる裁なち，本当に後梯ずる迄叩きつけな

くてはいけない。（中略）こんな卑劣な根性は封建時代から，養成した此土地

の習’震なんだから，いくら云って聞かしたって，教えてやったって，到底誼

りっこない。J(r全集第二巻j369 370頁）

この引用では，土地柄について批判するとともに，それを（d)

「世の中j一般についても敷諾している。このことは f坊ちゃ

んJ している。

もあり，エピローグとしてすべてが決着することになる。

決着の第一は，坊ちゃんと山麗め辞任である。狸校長は，師範学校生との

山嵐にだけ押しつけようとするが，坊ちゃんは自分も問罪だと

断岡静任を主張する口履産に欝がつくという獲に対して「履援より義理が大

切ですJ（『全集第ニ巻.]390頁）と言い放つのである。ここには，これまでと

〈四〉の意識の特殊な連続的方向性と（五）の意識の分化と統一という

経緯に基づいた作者の思想の一端が示される。 f義理人情jがその思想である
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f坊ちゃんJtこおける哲学的背紫（荒木）

が，これは，この作品を貫く統一的思想、だということはいうまでもない。

決着の第二は，掠シャツと野だいこに対する制援である。赤シャツがなじ

みの芸者と会う現場を押さえてやっつげるという計画は，宿に潜伏すること

八日目にして実行さFれる。盗聴すれば，山嵐の辞任は f邪露者jと呼ばれる

ようは明か広後らの謀略であり，坊ちゃんは f勇み既の坊ちゃんjと馬鹿に

される。 fいくら言葉巧みに弁解が立っても正義は許さんぞJ<r全集第二巻J

398東）と，卵をぶつけほかんぽかんと殴る。これは，先の「義理人情jの異

体的な発環であるG

決着の第三は，坊ちゃんのそち後である。山嵐と試すぐわかれたきり会う

機会はないし，職は月給がニ十五円というかつての四十円よりはかなりの減

坂で街鉄の技手になる。清はしばらくー撞広暮らしてから死んでしまう。正

義をふりかがした痛快な戦いのあとtこしては，その末路は妙広寂しい。しか

し（四）の意識の連続的方向と（五）の統ーということを考えれば，これも

「義理人情jの延長線上に議うることは関瀧いはない。そして，この矛砦にこそ，

坊ちゃんの戦いの真の意味が存在するはずであるc

次節ではそれを考察する口

.=.. w.ジェイムスと境ちゃんの思娘

I文芸の苦学的基礎jに示されるように，夏目激石は意識の連続性と，その

連続的意識上に意識の選択性によって統一的に現れる特殊な諸概念との漉続

性とを意識して創作している。これが哲学的思相、である以上，単なる技法を

超える一面がるることは当然だが，ここではまず，それを技法として受け止

め，具体的な展開を撮り返ってこの作品における戦いの意味を考繋するG

一．で述べたように， f坊ちゃんjむプロローグとエゼローグとを貫く意識

の連続性が指摘される。それは「無鉄抱で損ばかりしているjという寂しい

事実だが，これが小説の全体の基惑を貫いていること誌，すでに確認してき

た通りTある。
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まず連続性については，

ら窃る種類の関係が，

したものは誰でも，あ

差異の，類似の，変化の，

原因の，その他もろもろの関係が，項（term）と同様に，まさ

れの欠くことのできない一員と知るはずだし，接続的関係が，分離的な関係

と同様に，まさに感覚的な流れの真の…員だと知るはずである。J(William 

James”Essays in Radical Empiricism and A Pluralistic Universe" E.P. 

Dutton, 1971, P.254）とされるように，感覚的な涜れは個々の項，もしくは

概念や苦葉が連続的に示されるだけではなしそれらの関孫によって，むし

ろ関係によってこそ流れとして或り立っていると述べられている。

さらに， f内的生の脈動（pulseof inner life）においては，少しの過去と，

少しの未来と，我々の身体や，他の人々や，我々がそれについて語ろうとし

ている崇高さや，地球の地理や護史の方向や，真や偽や，善や惑や，誰がも

っと訳出のことを知っているのかなど広ついての，少しばかりの意識（aw仕

reness）が，我々のそれぞれζおいて今，重接的に存在している。」（”Essays

in Radical Empiricism and A Pluralistic Universe”P.258）とされるよう

に，意識の流れは時計の一瞬一瞬におけるように途切れているのではなし

知識や錨超に関するすべてなどによってある連続的なふ

くらみを持っているとされる。

これまで述べられてきた意識の連続性誌， おけ す

なわち（一）と閉じ窓味を持つ。そして，このよう

ある事柄が成立することについては，次のように撰関される。

まず， f我々は過ぎ行く時間を満たしている樹料（matter）においても，同

じー者における多を持っている。J（”Essays in Radical Empiricism and A 

Pluralistic Universe" P.256），すなわち，

も，確聞たる一者ではなく，多という変化の兆しを持っているとされる。ぞ

れをさらに， f我々の思考の縁からあふれ出るような思考の突進が，

ることなき特異性である。J（”Essays in Radical Empiricism and A 

Pluralistic Universe”P.256）と，思考はいつも自分自身を超えようとしてい
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夏目激右 f坊ちゃんJにおける

るとし，それが思考の生で遣うるとして，多という変化の兆しもこの思考の生

に委おちれるのであるむさらにこの生は， f我々はこの生を，常日バランスを

ているものとして，推移の状態にあるものとして，聞から夜明廿を通っ

て，夜明けが満たされると我々が感じる明るさへと突き進むものとして，実

している。J（”Essays in Radical Empiricism and A Pluralistic Universe" 

P.256）とされるよう ι，意識の綾を，勤務を持ち，漸次意識の明るみへとも

たらされるものとして立体的に珊解するとされる。その上で

ただ中において，我々の経験は変北として現れる。J（”Essays in Radical 

Empiricism and A Pluralistic Universe" P.256）と，連続性は変化の連続性

でもあることを述べる。ここまではまだ＼意識の連続牲と

をのみ述べているのだが，このような連続において，持定の事柄が成立する

ことに関しては次のよう広述べられる。

まず，「感覚のあらゆるクレッシエンドにおいて，あらゆる思い出そうとす

る努力において，被望の満足へと向かうあらゆる過殺において，互い

し合い，一体である空慶と充英の継起が現象の本質でドあるoJ（”Essays i n 

Ra辻icalEmpiricism and A Plur噂a

知的欲望や感覚が高揚するところに，現象すなわち事柄の成立があるとされ

る。

そしてさらに， fすべて欲望が妨げられること記おいて，実際に詰存在しな

い（absent）理想、の事夜 (idealpresence）の感覚が，つまり，｛意味するこ

と］が存在するための唯一の機能であるような帯在しない理想の存主の感覚

が，いっそうはっきりしてくるoJ（”Essays in Radical Empiricism and A 

Pluralistic Universe”P.256-257）と述べられ，意味，すなわち意味を担う

金：の或立が，欲望充足に発した理想、にあるとするのである。

以上のw.ジェイムスの展開を纏めたものが，敷石の（ニ）から（五）に

査る展開だといえる。持に敷石が事柄の成立を（四）で f理想、の実現Jと

べたことは，特異的会類比である。

このように，夏目激石は1正ジェイムスの思想、を り して，倉リ
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作の方法へと取り入れているといえるが，さらに重要なのは，このW. ジェ

イムスの理論的震関が，主知主義（intellectualism）に対する批判でもあると

いう点で為る。

w.ジェイムスが主知主義に対して行う批判の要点は，その思考に内在す

る断絶性にある。彼によれば，主知主義の苦う理性的国果性は， fすると，原

は，我々が直接応惑じる生の単役は，主知主義的な論理が提出し，そ

れによって計算している単位とは叡ていないJ（”Essays in Radical Empiri-

cism and A Pluralisticじniverse”P.258）と述べられるように，ばちばらに

軒組している相互の事棋の純粋性にのみ自を向けて抽象的に設けるようなも

のだというa それは意識が，パークリーの観念論や，ライプニッツの窓の無

いモナドのような，自分に閉じこもった意識ではないということを意味して

いる。先の意識の流れを構造的に述べれば， f私の現在の意識野 (field of 

consciousness）は，次第記潜在意識（subconscious）へと移っていく

まれた中心J（”Essays in まadicalEmpiricism and A Pluralistic Uni附

verse”P.259）とされるようむ

に捉え，その閤果性も必ずしも総ては認識できない，まして理性的には認識

できず，ただ感じるだ、げという連続性として捉えるのでるる。

このように意識の連続性が，単記創作技法の問題で誌なく，思想的にも

知主義批判という｛恵国をも手ぎしているということ｝こなれば，その思想が

ちゃんJに皮挟している可能性も考えなければならない。

いま，坊ちゃんの戦いを振り返る時，その戦いが明治という時代の西洋文

明の未熟な導入に向けられたことはすでに述べた。それを皆学的記抽象した

ば，連続性と断絶笠との戦いであったということにもなるc

すなわち，坊ちゃん誌 f禽け惜しみJや「強’清」の江戸や会津の保守的連

続性を愛し，［淳朴jであり「上代撲直の気風Jであり「温良篤態Jである延

岡の伝統的連，続的な純朴さを評価するのである。また， f露経Jによる出世と

いう近代の出世主義に対して［義理Jという吉来連続してきた生き

じる。
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夏目激石『坊ちゃんJにおける哲学的背景（荒木）

そしてこれらに対して，目先の金儲け主義や経済優先，出世優先の考え方

は，それらの伝統的連続性を破って西洋文明とともに突然導入されてきたも

のという含みがある。金儲け，出世などは，それまでの自分の生き方を超え

るところに成立する。それは，それまでの調和の否定だといってもよい。先

に『文芸の哲学的基礎』で触れたように，連続性の考察から派生した（い）

～（は）の四種の理想が相互に調和することを重視する激石にとっては，それ

らの調和を乱すことは本意ではない。しかし，激石にとって文明開化は，生

活や経済活動すべてにわたって，それまで歴史的に連続してきた調和を一気

に断ち切ることを要求しているように見えたのである。

結び．

このように，坊ちゃんは連続を重んじる思想をもって，断絶的な明治の風

潮と戦って破れた。この敗退については，作者激石自身の，冷静な時代考察

があったと言わなければならない。

平川祐弘『夏目激石非西洋の苦闘』（講談社学術文庫， 1991/1993）では，

初めに激石の『クレイグ先生』に対する分析を通して，また，クレイグ先生

という暖かい人柄と激石との交流を対比させっつ，若き激石のイギリス留学

中に形作られた西洋文明に対する批判的視点を明かにし，それらの考察を下

敷きにしつつ，同書の後の箇所で「激石には『猫』中の会話にもあったよう

に，二十世紀の文明社会がますます住みづらい世の中になるという予感があ

った」（『夏目激石非西洋の苦闘』 350頁）と，激石の西洋批判的一面が述べ

られている。しかし，激石の冷静な時代考察というのはそれにとどまらない。

同書でも「その文明の進歩がいまやその中に日本人をも包み込んで，不可避

的に進行中であるという認識もあった」（『夏目激石非西洋の苦闘』 349頁）

とも述べられる。

これは，磯田光一「激石と二十世紀」（三好行雄・平岡敏夫・平川祐弘・江

藤淳編『講座夏目激石第四巻』有斐閣，昭和57年）で，開化を批判しつ
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つも欠くべからざるとする激石の言葉を引用しつつ，この近代誌のジレンマ

こそが激石の思想的な先駆性であるとされていることと一致する守講産夏

目激石第四巻j10頁）。

いま f訪ちゃんjを振り返れば，

ぶれを批判しつつも，自分も

ゃんは，亦シャツの西洋か

をぶ、ら下げて汽主義に乗るのである。

だからこそ坊ちゃんの戦いは最終的に敗退しなければならなかったのであ

る。このように，連続と醗絶の狭間で戦う坊ちゃんの姿は，現代においても

一層の近代化の狭間で戦う我々自身の姿でもあるといえよう。

る次に考察すべき問題点、を列記する。すなわち，

小論が文学的方法論に普及するものである

考察しなければなちない。そのーは，

方法論に関して次の二点を

「選択’控Jを考藤したこの方

法は文学史上どのような意義を持つのか，という問題で為る。その二辻，そ

の方法の f坊ちゃんjへの適罵記おいて，また，他の諸作品への遥用におい

しているのかどうかという問題である。これらの問題は機会を

改めて論じるむ
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